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回

第

学
習
日
／

　
　月

　
　日

―
学
習
内な

い

容よ
う

―

5正
し
い
対た
い

義ぎ

語ご

（
反
対
の
意
味
の
こ
と
ば
）
に
な
る
よ
う
に
進
ん
で
、
ゴ
ー
ル
ま
で
た
ど
り
つ
こ
う
。

夏な
つ

子こ

先
生
と
ゴ
イ
サ
ギ
・
ボ
ー
イ
ズ

・
文
の
組
み
立
て

　
　
　
　
　
　
　 

・
物
語
文

ぬるい寒い

勝つ出す

大きい広い

夜午前

聞く言う

①今年の夏はとても

　暑い。

②じゃんけんに

　負ける。 ③せまいあなを
くぐりぬける。

④午後まで遊ぶ。
⑤友

とも

達
だち

に話す。
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1
　
〈
漢
字
の
読
み
書
き
〉　
⑴
～
⑷
の
漢
字
は
読
み
が
な
を
ひ
ら
が
な
で
、
⑸

～
⑻
の
か
た
か
な
は
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

　
⑴
　
北
極
で
は
オ
ー
ロ
ラ
が
見
ら
れ
る
そ
う
だ
。

ほ
っ
き
ょ
く

　
⑵
　
敗
北
し
た
く
や
し
さ
を
わ
す
れ
ず
に
、
明
日
か
ら
ま
す
ま
す
努ど

力り
ょ
く

を
す
る
。

は
い
ぼ
く

　
⑶
　
夏
休
み
の
課
題
を
、
毎
日
こ
つ
こ
つ
す
る
。

か
だ
い

　
⑷
　
機
械
で
自
動
車
の
部
品
を
組
み
立
て
る
。

き
か
い

　
⑸
　
キ
ボ
ウ
が
か
な
っ
て
、
新
し
い
自
転
車
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
。

希
望

　
⑹
　
旅
行
の
キ
ネ
ン
に
写
真
を
と
る
。

記
念

　
⑺
　
申
し
こ
み
用
紙
に
住
所
と
シ
メ
イ
を
記
入
す
る
。

氏
名

　
⑻
　
ジ
ド
ウ
公
園
で
弟
と
夕
方
ま
で
遊
ん
だ
。

児
童

2
　
〈
文
の
組
み
立
て
〉　
次
の
⑴
～
⑷
の
文
は
、
あ
と
の
ア
～
エ
の
ど
れ
に
あ

た
り
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴
　
こ
の
本
は
新
し
い
。　
　
　
　
　
　
　

イ

⑵
　
本ほ
ん

田だ

さ
ん
は
学
級
委
員
長
だ
。　
　
　

ウ

⑶
　
か
み
な
り
が
鳴
る
。　
　
　
　
　
　
　

ア

⑷
　
ぼ
く
に
は
音
楽
の
才さ
い

能の
う

が
あ
る
。　
　

エ

ア
　
何
が（
は
）　
ど
う
す
る
。 

　
イ
　
何
が（
は
）　
ど
ん
な
だ
。

ウ
　
何
が（
は
）　
何
だ
。 

　
　
　
エ
　
何
が（
は
）　
あ
る
（
い
る
／
な
い
）。

3
　
〈
文
の
組
み
立
て
〉　
次
の
⑴
～
⑷
の
文
の
主
語
と
述じ
ゅ
つ

語ご

と
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

語ご

を
答
え

な
さ
い
。

⑴
　
風
が
そ
よ
そ
よ
と
ふ
く
。

　
　
主
語

風
が

　
述
語

ふ
く

　
修
飾
語

そ
よ
そ
よ
と

⑵
　
屋
根
に
ね
こ
が
い
る
。

　
　主
語

ね
こ
が

　述
語

い
る

　修
飾
語

屋
根
に

⑶
　
教
室
は
と
て
も
静し
ず

か
だ
。

　
　主
語

教
室
は

　述
語

静
か
だ

　修
飾
語

と
て
も

⑷
　
お
金
が
少
し
足
り
な
い
。

　
　主
語

お
金
が

　述
語

足
り
な
い

　修
飾
語

少
し
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2
　
次
の
説
明
に
合
う
雨
や
風
の
名
前
を
そ
れ
ぞ
れ
　
　
か
ら
選
ん
で
、　
　
に
書
こ
う
。

1
　
絵
に
合
う
よ
う
に
、
次
の
文
に
そ
れ
ぞ
れ
読
点
（
、
）
を
一
つ
ず
つ
打
と
う
。

③

　こ

　こ

　で
、
は

　き

　も

　の

　を

ぬ

　い

　で

　く

　だ

　さ

　い
。

　こ

　こ

　で

　は
、
き

　も

　の

　を

ぬ

　い

　で

　く

　だ

　さ

　い
。

④

　背せ

　の

　高

　い
、
少

　年

　と

　少

　女

　が

来

　た
。

　背

　の

　高

　い

　少

　年

　と
、
少

　女

　が

来

　た
。

①

　
ぼ
　
く
、
は
　
い
　
し
　
ゃ
　
に
　
行
　
く
。

　
ぼ
　
く
　
は
、
い
　
し
　
ゃ
　
に
　
行
　
く
。

②

　
夏
　
休
　
み
　
の

宿
　
題
、
は
　
や
　
め
　
に
　
す
　
る
。

　
夏
　
休
　
み
　
の

宿
　
題
　
は
、
や
　
め
　
に
　
す
　
る
。

こ
と
ば
遊
び
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2
　
次
の
説
明
に
合
う
雨
や
風
の
名
前
を
そ
れ
ぞ
れ
　
　
か
ら
選
ん
で
、　
　
に
書
こ
う
。

③
　
秋
の
終
わ
り
か
ら
冬
の
初
め

に
か
け
て
、
ふ
っ
た
り
や
ん
だ

り
す
る
雨
。時

雨

①
　
春
、
し
と
し
と
と
ふ
る
細
か

い
雨
。

春
雨

④
　
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、

長
く
ふ
り
続つ
づ

く
雨
。

梅
雨

②
　
夏
の
夕
方
な
ど
に
急
に
は
げ

し
く
ふ
り
だ
し
、
す
ぐ
に
や
む

雨
。

夕
立

夕
立
・
梅つ

雨ゆ

・
春は
る

雨さ
め

・
時し
ぐ
れ雨

木こ

が
ら
し
・
あ
ら
し
・
つ
む
じ
風
・
そ
よ
風

⑦
　
う
ず
ま
き
状じ
ょ
う

に
は
げ
し
く
ふ

く
風
。

つ
む
じ
風

⑤
　
秋
か
ら
冬
の
初
め
に
か
け
て

ふ
く
、
冷つ
め

た
く
か
わ
い
た
北
風
。

木
が
ら
し

⑧
　
は
げ
し
く
ふ
く
風
。
ま
た
は
、

雨
ま
じ
り
の
強
い
風
。

あ
ら
し

⑥
　
静し
ず

か
に
ふ
く
風
。

そ
よ
風
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覚
おぼ

えているかな  
1　次の計算をしなさい。
⑴ ⑵ ⑶

１　次の計算をしなさい。また，たしかめもしなさい。
⑴ ⑵

〈たしかめ〉 〈たしかめ〉

⑶ ⑷

〈たしかめ〉 〈たしかめ〉

学習日／　　月　　日

第 5 わり算回 ―学習内容―
・２けたの数でわるわり算

・わり算のせいしつ

わり算の筆算では，

　をくり返します。
商の見当をつけて
計算し，見当をつ
けた商が大き（小
さ）すぎたときは，
商を小さ（大き）く
します。
わる数×商

＋あまり
　＝わられる数
　を利用して，たし
かめができます。

２けたの数をわる コーチ
　次の計算をしなさい。
⑴ ⑵
解解 ⑴ わる数の24を20

　　　とみて商をたてる。

⑵ わる数の13を10

　　　とみて商をたてる。

　　　　　　　見当をつけた商が大きいので，商を 小さく
　　　　　　　　　　　　して，正しい商を見つける。
答 ⑴ ⑵ あまり

　 　

商の をたてる。

商の をたてる。 ひけない。

①たてる
②かける
③ひく
④おろす

小さくする。

あまりがわる
数より小さく
なっているこ
ともたしかめ
よう。
　　　　　

12×３＝36 21×４＋３＝87

14×４＝56 18×５＋２＝92

３ ４…３

４ ５…２

１４ ７４…４ ２０８
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２　次の計算をしなさい。また，たしかめもしなさい。
⑴� ⑵� ⑶

　　〈たしかめ〉� 　　〈たしかめ〉� 　　〈たしかめ〉

３　次の計算をくふうしてしなさい。
⑴� ⑵� ⑶

３けたの数をわる
　次の計算をしなさい。
⑴　　　　　　　　　　　　⑵　　　　　　　　　　　　⑶
解　⑴　32と73をくらべる。 　⑵　23と21をくらべる。 　⑶　商の一の位は，６÷27

　　　→商は上から２けた目　　　→商は上から３けた目　　　 でわれないから０を書く。

答　⑴　23　　⑵　９あまり８　　⑶　20あまり６

３２ ７３６ ２３ ２１５ ２７ ５４６

３２ ７３６
６４

９６
９６

０

２３
２３ ２１５

２０７
８

９
２７ ５４６

５４
６
０
６

２０
２７ ５４６

５４
６

２０

この計算は
省
はぶ

いてよい。

１４ ８４５１２ ４０８ ５８ ４６４

わり算では，わら
れる数とわる数に
同じ数をかけても，
同じ数でわっても，
商は変

か

わりません。
　360÷30＝12

　 36÷３＝12

わり算のせいしつ コーチ
　次の計算をくふうしてしなさい。
⑴　570÷30　　　　　　　　　　⑵　860÷70

解　⑴　　　　　　　　　　　　　　　 ⑵

答　⑴　19　　⑵　12あまり20

３０ ５７０
３
２７
２７

０

１９

わる数とわられる
数の０を，同じ数
だけ消してから計
算する。

７０ ８６０
７
１６
１４

２０

１２

あまりには，
消した０を
つける。

４０ ５２０ ２０ ６９０ ５００ ８０００

６０…５３４ ８

12×34＝408 58×８＝464 14×60＋５＝845

０を消して計算する。
答え…13

０を消して計算する。
答え…34あまり10
あまりの10に気をつける。

00を消して計算する。
答え…16



─ 算 21 ─

１ わり算 次の計算をしなさい。
⑴ 72÷14 ⑵ 912÷38 ⑶ 627÷68

２ わり算のせいしつ 次の にあてはまることばや数を答えな
さい。
　わり算では，わる数とわられる数を ① 数でわっても，商は変

か

　わらないから，450÷30は，45÷ ② として計算できます。

ふく面算
～ の数字を，Ａ，Ｂ，Ｃ，…などの文字におきかえた計算を「ふく面算」といいます。

右の例
れい

で，Ａ÷Ａ＝Ｂは，わる数とわられる数は同じだから，Ｂは だと
わかります。次に下の式の答えBC は けたの数になっているから，Ａ＋Ｂで
十の位

くらい

に くり上がったことになります。たす数Ｂが だから，たされる数Ａ
は ，答え BCは10で，Ｃは と，このふく面算をとくことができます。

 　では， つの式のふく面算にチャレンジしてみよう。Ａ，Ｂ，Ｃにはそれぞれ，ちがう数が入
るよ。

① A×A＝3A ② A＋BB＝ACC ③ AB×B＝CA

①Ａ〔 〕 ②Ａ〔 〕 Ｂ〔 〕 ③Ａ〔 〕 Ｂ〔 〕
　　　　　　　　　　　 Ｃ〔 〕 　　　　　　　　 　Ｃ〔 〕

★☆★今日の計算★☆★
① 579＋461 ② 701－683

③ 38×42 ④ 52÷9

今日のチェック

⑴

⑵

⑶

①

②

A÷A＝B
A＋B＝BC

②は上の例が参
さん

考
こう

になるね。

ん
③は，Ｂに数をあてはめる
とＡが決まるよ。Ｂにいろ
いろあてはめて見つけよう。

うん，そうね…。

５あまり２

24

９あまり15

同じ

３

６ １ ９
０

４ ２
８

＝1040

＝1596

＝18

＝5あまり7
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１　次の計算をしなさい。
⑴　73÷23� ⑵　60÷15� ⑶　69÷32� ⑷　85÷17

⑸　510÷34� ⑹　795÷46� ⑺　716÷78� ⑻　780÷26

２　次の計算をくふうしてしなさい。
⑴　540÷20� ⑵　910÷80� ⑶　8000÷300

３　あめが96こ，ガムが16こあります。あめの数はガムの数の何倍ですか。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　　〕

４　右のわり算で，商が１けたになるのは，□にどんな数字をあてはめたとき
　ですか。あてはまる数字を全部答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　〕

５　ボールが210こあります。このボールを12こずつ箱に入れると，12こ入
　りの箱は何箱できて，ボールは何こあまりますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箱〔　　　　　　〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あまり〔　　　　　　〕

６�　ある数を12でわったら，商が５であまりが３になりました。ある数はいくつですか。

〔　　　　　　〕

練習問題

５３ ５ ８

０を消して計算。
答え…27

０を消して計算。
答え…11あまり30
あまりに気をつける。

00を消して計算。
答え…26あまり200
あまりに気をつける。

６倍

０，１，２

210÷12＝17あまり６
17箱
６こ

たしかめの式で考える。
12×５＋３＝63

63

＝３…４

＝15

＝４

＝17…13

＝２…５

＝９…14

＝５

＝30

96÷16＝６


